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講 話

性遐期 （Oestrous　cycle ）に 就 い て

川 島 弘

（東 大 理 學部 動 物 學 教 室 ）

生 物 界 1こ行 は れ る 諸 現 象中最 亀重 大 1こ し て 且 つ 最 も興 味 深 き現 象 の
一

つ に 性

の 問題 が あ る
。 性 の 問 題 は 人 類 に と つ て時 と所 と を超 越 し て 注 目の 焦 點 と な つ

て 居 る に も拘 らず 爾 今 H 依 然 と して 未 解 決 の ま ま の 萎 を 吾 々 の 前 に横 へ て ゐ

る 。
こ の 故 に 性 の 問題 は 最 も古 くし て最 も新 らし い 問 題 で あ る。 性 邇 期 も そ の

う ちに 含 ま る ＼ 現 象 の 一 つ で あ る。 人 間 に 見 る 月經 に 酷 似 せ る 現 象 が 他 の
一 般

哺 乳動 物 の 雌 に 於 V て 見 られ る e 之 即 ち性 週 期 の 現 象 で あ る 。

　月經 の 問 題嫉人 聞 並 び に猿 に 關 し て ユSOO 年 の 終 うに 近 v 頃 か ら急 に 諸學 者

に よつ て その 科 學 的研 究 が 多 く發 表 せ られ て來 fe　ueで あ る e

　oes 近rびus と い ぶ 言 葉 は iR　heat の 歌 態 皀pち性 的 衝 動 を意 味 す る
。 之 を 月 經 に

酷 似せ る現 象 に適 用 した の は W 鎚 rER 　HE 紐 E （19．・00）で あ る
。 人 閲 、 猿 等 に 見

る 月經 が こ の 所謂 ・・st … s ・y ・！・ と同 じ もの で あ る か 否 か に 就 い て は 諸 詮 交 錯

し て歸趨 を 見 な い 様 で あ る
。 只 兩者酷 似 せ る 事 丈 は 等 じ く確 認 せ ね ば な ら な　V ’

．
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，｛i。 。，。 は 哺乳動 物 の
一 生 を 匡ヒ的 に 見 て 未 成熟 年 代、生 殖 年 代 ・

1± 殖 系妹 年 代

の 三 つ に 別 け た
。

そ の 生 殖年 代 に 於 い て 毎年 動 物 に よ b或 は
一

回 、 或 は 一 回 以

上數 回 、 或は 叉
一 年 中を 逋 じて 四 季共に 生殖 可 能 の 竜の が 見 られ る 。 その

一 年

＿ 回 乃 至 數回 現 は る 性 殖 可 能 の 季 を生 殖 時 季 （・・e ・ ual 　g．easo ・ ）と稱 へ
・

こ の 期

間 中に 又 性 的 衝動 を 中心 k せ る 一種 獨特 な状態が 一 回 乃 至 數 囘繰 返 され る 。
之

を 蝦 唹 い て は ！
u 舳 g ・ea ・…

， 嬾 ・あ つ て は 特 1・一 生 殖 麟 巨防 ・ne
　
sexua ｝

S。。。。 。 申 只 一 回 の e｝
’
。1e し か もた な嚇 の で は その ・ycl・ を a ・ 。・・t・’・U ・

’
・・｝

’
・i・　S

と v ・ひ
． 數回 竜つ もの で は その 一 つ の eyele を dioestrous　eycle と名づ け る c

而 し て こ の ＿ ，も・。・ ・ eyel ・ と di… も・・us 　 eyc1 ・ とを 翻 し て ・・st・・… ｝℃ ie

と呼 ぶ 事 に し て あ る
。

di。，，t，。t、s　。．yele で は P ・。
一
・・st・・u ］n

，
・ est ・us

，
　 m ・t・est ・・m ・

di… t… m が 順 娼

現 し て 之 を繰 返 し one 　sexual 　seas 。n の 最 後 の dioestrulliは 之 を d’ ］1。estrum と

稱 へ る 事 に し て あ る
。

　anoestrous 　cyClo で は one 　sexual 　season 中 pro3e5 もrum
・
oest 「11s

・
metoest 「um

・

anoe8trum の 順 に 只 一 回 の eyelc が 見 られ る の みで あ る
。

　概 上 の ・e ・t・。 ・ ・ cy ・1・ の 各構成 分子 の 蒔 徴 は 姐 醜 V 嘱 こ ］・・
L

・
一
・eヨtU ’m に

て は 生 殖 器 系 統 の 肥 大 、 充 血 を 見 、 衣 い で 血 液 （之 は あ る こ と L な い こ と 丶 あ

b
’
）並 び に 粘 液 を ｛生殖 門 よ tJ吉非出 す る

。

　，Rv で 。est ，us 鯲 い て は 性慾 衝動 が 突然 に 且 つ 最 疵 盛 尋槻 は れ 、 完 A
・・ za

る 交 合は 此 時 に 行 は れ る
。

（HEAPE は 但 し排 卵 は 必 ず し 竜性慾 衝 動 と同 俘 せ ず

と ・
・
」・） ・ の 隙 孅 趣 ば 臟 分 鰡 乞は 櫞 騨 有 の 軈 績 き諾 纐 艇

らね ば購 次 の m ・t・e・t／rtlm に手多う、
。e・t・us の 時 の 默態 は 淌失 して 行 き　 di°

’

e．stru
皿 或 は alloesLr 乱王m に て は全 く李 靜 の 淞態 に復 歸 す る

。

　 HE ．aPE の 読 は 大 ま か で あ る が 近 來 の 研 究 に 照 して 見 て大 體之 を肯 定 し得 る
。

故 に其 後 M ・XRS ］r．gL
、
　F ．　H ，　A 以下 皆 ｝｛EmeE の 分類 の 仕 方 に大 體順 據 し て研 究

を發 表 し て ゐ る 。 191？年 に は C 、R ．　STocK ム BD と G ・N ・P ム P ム McOLAou が 毛 ノv

モ ツ ト に就 い て劃 期的報告 を 出 し だ 。 そ れ は 従 家 の 研 究 が 生 殖 門 外 へ の 排泄 物

の ご く大 2 か な肉眼酌觀 察乃 至 卵 集 の み を觀 察の 唯
一

の 中 心 點 と彫 て行 は れ た

た め に常 に 進 禺 を 防 げ られ て あ つ た の に 反 し vag 抽 al　s皿 ear 即 ち膣 腔 1こ附着 し

或 、員 れ よ 朔 隅 せ らる 呶 量 の 排泄 悔 嚆 口 し、 そ の 矧 ヒの 鰍 鋤 勺觀蹴

行 ぷ て こ の 問題 の 研 究 乙噺 境 地 を 蹄 だ ．
こ の 點 後逑 の 恥 聡 £ ・ ・M の 鼠 に

就 い て の 研 究 に 比 し精緻 、 廣汎 2atる點 に於 い て は 遠 く及 ばず と 雖 も從 來 の 研 究

業蹟 に 一 飛 躍 を 試 み た る繍 た しか に劃 期 的 業 蹟 とV 　cA　S る 。
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急

　　　　
Sr”°c・ ・RD と P ・・ … c ・ ・A ・・ と ia・yagillal ・m ・a・r を 目標 と し て研 究 雛 め て

　　　行 つ た 所 ・ モ ル モ ッ ト で は 約 16 日 を一
期 と し て その vaginal 　sエnear の 構 成 物

　　　
ll週 期的 變 化 を見 一

邇 期 間 に 四 種 の 相 力槻 則 正 し く現 は れ る 喃 し て こ の 週

　　　期 は 年 中無伽 嘸 返 隷 る 事 が鵬 られ た
． 次 v で 之 等 四 種 の 異 な れ る相 鮪

　　　す る Vd’
　gina1 ・m ・ar の 由 つ て 來 る 所 は wa内面 、 子 宮 内面 た る べ し との 豫 想 の S

　　　とに 之 を戴斷 し て檢 鏡 す る に 果 し て そ の 豫想 逋 6smear の 四 相 と時 間 的 に 一

　　級 し て 知 勧 四 種 の 相 が 認め らa’t・
，2

． 依 つ て 膣 、 子 宮 の 内面 粘 膜 力剿 落 し夕堺

　　　に 排 出 せ らる k 竜の が 即 ち こ の lragina1 　smcar で あ る と い ふ 事 が わ か つ た 次 第

　　　で あ る
。

STtlCKARD ，　P 衄 AN1 δOL 憩 じ は こ の 四 相 を 第 一 期 よ b 第 四 期 と稱 し た が

　　◎ 後 に 至 b 第 一
期 を二 つ に 分 け た か ら都 合 第

一
期 よ b第 五 期 迄 に 分 け られ た わ け

　　　で あ る 。 更 に 叉 こ の 五 期 に 枳 關的 に 卵災 に も變 化 の あ る 事 が 認 め られ た
。

　　　　之 等 卵 災 、 テ宮 握1、 、
’
乱 gillal　Slnear 等 の 五 相 の 變化 は 後 述 LONG

，
　EVA 　Ns の

　　　鼠 翻 す る研 究．と只 時 間 の 長 短 あ る點 1こ於 い て異 る の み で 其 他 の 黒撚 於 い て は

　　 殆 ど同一
で あ る が 故 に 之 を略 す

。

　　　　只 r 言 S，　 ToeK −IRD ．　P．tPANICOI ．A （）u は 卵 集 黄體 の 分 泌物 は 膣 、 子 宮の 内面 を保

　　 護 す る 性 質 を有 し、
1 の 分 泌 物 な き時 に は お 膜 の 剥 落 を 見 る 澱 らん と云 つ て b

　　　る 事 丈 は 特 筆 せ ね ば な らな い 事 と 思 ふ 。

　　　
」ll・122 年 に 」・A ・L ・… と H ・M ・E … x ・ の 嬬

“ Th ・ （｝・・tli・ u … ycl・ i・ ・th ・

　　 nlt ・mrl 　its　assoeiated 　pheno 皿 en εL
”

が 斯界 1こ提供 せ られ た 。

　　　 實驗 に 供 さ れた る 鼠 は 納 七 年前 數匹 の 野 生 雄 と 白鼠雌iとの 交配 に よb て得 た

　　 る 雜 種 の 間 1硬 に 鮫 配 を織 砧 当來 ns の で 其 數約 一 千 以 上 に の ぼ ウ 、 卵 棄 、

　　 子 宮 、 膣 を oc・strous 　cycle の 各 相 に 相 關的 に 截 斷 し て 蓮 續 切 片 を つ くれ る 竜の

　　 は 五 百 匹 以 上 に 一L る と い ム か ら その 努 力 の 程 も察せ られ る 。 之 らの 動 物 は 凡 て

　　 生 後 四 乃 至 六 ケ 月位 の 最 竜元 氣の よVIIE ．tpE の 所 謂生 殖 年 代 の しか も頂 點 に

　　あ る もの で あ つ n ・ こ の 著 蹴 い 硯 る に 頗 る用 意周 到 研 究は 精 鼬 概 歟

　　 深 き 竜の が あ る
。

STOC’KAIM
，
　P −XPA ．XICOLAOu に よつ て 開 か れ n る 新境 地 は 今 や

　　
こ の 著 出 つ る∫こ及 ん で 殆 ん ど完 全 に 開 拓 しつ くさ れ た る か の 觀 が あ る

。 但 し こ

　　 こ に は その 俘子 丈 を 紹 介す る に 止 む
。 　　　　　　　　　　　　　　 ・

　　　皇Pち そ の 研 究 の 結 果 を 表 示 し n る 浙 に よれ ば 次 表 の 如 し
。

堕

咽
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性 遯 期 中 に寇 る生 殖器 各部 1こ於 け る變 化 （L 侭 G
，
EyANS 氏 に撮 る ）　 ・

騒

’
　 生 體

膣．粘膜 ノ 紐繊學

　 的 變 化
子 宮

蜘 難
1攤 ・ 騨

數 ｝曹 （＄− 12冫ヨ リ

ナ リ 、惇：ザ 0．08−
0．1mm 有糸分裂
盛 、 鱗 片默 ノ 細 胞
’噂ガ 上 皮細君LJ層 ノ

下 二 現 ハ．π・、
白 晦 球 ヲ 見 ズ

液 充滿 シ 張 リ テ 直
彳零 LL　；3− 2．．T　nユnユニ
逹 ．x

i病 ．
， 刪 駄

　 ナ リ

膣粘膜 乾燥 シ 光 澤．
ヲ 失 フ 、 1

〒
aginal

smear ハ鱗片 欺無
核細 鼬．ノ ミ ヨ サ ナ

ル 、膣讐 貂 厚 、性
懲衝鋤 爵三盛 ナ リ

7− U 潜 ヨ V ナ リ

0．  皐一〇．1 ヱh 皿 　ノ

厚 サ ヲ 有 X ．鱗片
HkMtw層 ヨ ク 1 逹
シ 最 上 唐 二位 置
A 、白 血 球 ナ シ 、
有 糸 分 裂 少 ク ナ ル

癶

ハ

間
8
胞
コ

逹

黶
、
−

空

テ

饒
默
膿

・

諮
ク

・

甥

ぜじ
エ

溶
−

n
一
　
m

少

時

乢
抑
κ

田
門

畷

モ

m

減
ノ

グ ラ
P

フ 氏、穆包最
大 、卵 ハ 成熟現

象 ヲ 行 フ

大體 、第 二 期 二同

ジ 、 　只 　va 錘ま｝に 正

smear 中 ノ 鱗 片 歌
細胞 甚 ダ 多 ク ナ リ

chee5e 欺 ヲ 呈 ス 性 　　1

懲衝 動去 ル 　　　　 ：

5− 9 層 ヨ リ ナ ル
、

0。〔164n ユm ノ 厚 サ

ヲ 有 ス 、鱗 片 Nk細
胞唐緩 ミ 出 シ i盆　：＝
彖撚 シ 去 ル 、fk　」k
球 ナ シ 、有 糸分 裂
更
’二’lrk少　　　　　　　　．

直徑 　2mm 上 皮
細胞層 ハ筌胞形 成
ニヨ リ テ 滅 鄰 シ行
ク

1欝苞鷺 塑
1 「£ 　‘＝；液麟 ツ

i
・陰

■

膣粘膜 若 干 濕 潤 、．

vagi1 匹al　s コllear ハ
鱗片 ヌ匱耒臼胞 ト 白 鏑1
球 ト ヨ リ ナ ル 、膣
唇 ノ 肥 厚 去 ル

4− 8 層 ヨ リ ナ リ 、
厚 サ α062mm 鱗 　 2

片 趺細匏暦 ナ ク ナ

窺贈蠡 驚葉
：

分 裂 轡
辮

ヲ

中
グ

小

體

葦
、
最

黄
卵
ル

胞

篥

輪
見
氏

卵

、
ヲ

フ

干

ル

卵
［

若

見

三
フ

空

皮

滅

再
ハ

　
上

ヵ

局

補

囮

リ

ラ

結
り

m
ヨ

ク

モ

ヨ

2
ニ

ィ

ク

ニ

リ←　
成

暦
行

象

徑
形
袍
シ

現

直
胞
細

却

生
ル

膣粘 膜濕潤 カ ツ 光

澤 ア リ、Ta 鉾 ual

sn ユear ’、白 晦 球 ト

上 皮 趨蒋月包ト ヨ リ ナ

ル 、fAiV右i夜 ヲ 見 ル

4− 7層 ヨ リ ナ リ

0。042rrtuユ　ノ 厚 う♪

ヲ 有 ス 、白 血 」求 プ

見 ル 、有 糸 分 裂 多
カ ラ ズ

．

上

來

ー

シ

m

生

∬

再

H
嗜

　

胞

徑

細

直

皮
ル

画

：たノ亅煙重 々 ノ グ ラ
ーフ 民 胞．ヲ 見
ル 、卵 巣黄體

ハ
肥 大 ヲ 、續 久 最
初 ノ 間 二卵 ハ

輪
卵 畳 ヲ通 過 シ 行
ク

　帥 ち その oestrous 　cycle は 卒 均 約四 日 閤 を 竜つ て 一 巡 し 、 而 し て 年 中無休 に

繰 返 さ る る 事 は モ 7V モ ツ ト に 見た る と同 じ， 但 し之 は 恐 ら く完 全 な る設 備 の 竜

と に理 想 的還 境 の 中に 於 い て 行 は れ た る實驗 の 樣 なれ ば 、 惡 し き環 境 の 竜 とに

於 V て は 必 ず し 竜年 中無 休 に か 丶 る 卆 均數 を 示 すや 否 や は 一
考 し b くべ ぎ事 柄

と 思惟 せ られ る。

　上 表 中の 昏 期 の 長 さ等 は 無論多 くの 個 體 に 就 い て の 拓 均で あ る
。

各期 唹 け る 相 鵬 艱 こ と つ て示 せ ば次 の 如 くで あ る 9 　 、
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　　 各 期 に 相 當 す る 生 殖 器 各 部 分 の 相 關 的 變 化 は 上 表 並 び に 寫眞 に よ つ て 略 ≧明
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

　　なれば 重 ね て こ 丶 に 記 逋 を さ く。

　　 第 一 期 の re　b よ b第二 期 に あけ て性慾 衝 動 起 れ る も交 合行 は れず 從 て 姙 娠 の

　　現 象 竜見 ざ る 時 は 第三 期 に 移 b順 次 第 五 期 に至 う一 邇 期 を 終 妨宍 の 週 期 に 入

　　る
。
LONG

，
　EVANS は HEAPE の 所 謂未 成 熟年 代 、

生 殖 終 末年 代 に 於肘 る oestrous

　　e ］
’c！e は 如 何 樣 な る もの で あ る か に 就 い て は 記 す 所 が ない

。 逋 li’　oest ・rous 　cycle

　　の 循環 は 上 述 の 如 き 竜の で あ る 。　　　　　　　　　　　　　　　 、　
・

”
　 け れ ど も動 物 の 鬮 唹 い て は 生 鐡 こ解 種 ウ の 現 象 が あつ て 嚠 壷 ）生 活 は 之

r
　が 影響 を受 くる 事 甚大 で あ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　　 上 述 の oestrOus 　cycle も亦 之 が た あに種 々 の 影響 を 受 け る
。
　 Lo．X

’
G

，　IEy．tNs が

　　之 に 就 い て 述 ぶ る所 を要 約 すれ ば 次 の 如 くマあ る
。 郎 ち妊 娠 は oestfous 　 cycle

　　を停 頓 せ しめ そ の 聞 は 第 五 期 の 相 を繼續 し 、 排 卵 は 中絶 せ られ る
。

　　 分 麁が あ る と直 後數 時 間 以 内 に 牲 慾 衝 動 が急 に 高 ま ガその 時 交合 が 行 は れ

　　る
。

哺 乳 を 績 け て る 間 は 妊 娠 中 同樣 eestrous 　eycle も排 卵 も停 頓 して 居 る
。 窺

　　兒 を は な し て しま へ ば 直 ちに oesLrous 　cycle 進 行 し始 む 。 從 つ て排 卵 現 象 も起

　 　 る
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ

　　　交 合 を す る と次 の 性 慾 衝 動 出現 の 時 期 が 非 常 に ゐ くれ る
。 普逋 四 日 間 位 に し

　　て 來 る べ き も の が 十 日 以上 に も延 び る
。

之 は 姙 娠 し な くて も交合 さ へ す れば

　
’

そ 5 なの で あ る。 そ の 何 故 な るか を確 め ん と して LON 危 EVAxs 嬬或 は 不 姙 症 雌

　　と逋 常雄 、 或 は 逋 常雌 と輸 精 管切 除雄 と の 間 に 交合 を 行 は せ て 見 る に常 に こ の

　 現 象 を見 る ． 邃 に 驚 くべ き剽 こは ・estr … cy ・1・の 第一 期 Sbig 三 期 の 剛 ＠於 v ・
．

　　て は 單 に 硝 子棒 等 を腟 口 を經 て
、

cerviea1 　edr　nal （子 宮グ腟 へ 開 く管 ）の 中へ 僅 か

　　一 粍 乃 至 數 粍程 挿 入 、 しか 竜
一 寸 挿 入 した 丈 で 全 く同 じ現 象 が 起 る 事 を知 っ t〈。

　　　之 よ ）t 見 て 本 現象 は 單 な る機 械 的 刺 戟 以 外 の 何 物 で も な い 事 が 明か に な っ

　　た 。 而 し て 此 の 延 長 さ れ 疫 期 間 に 於 い て 嵐 子 宮 、 卵巣 等 を 檢 し 観 る と不 思

　　議 に も姙娠 時 と同 じ朕 態 を呈 し て 魯 る
。

之 を 僞姙 娠 の 獣 態 と LONG ，　EVANs は

　　稱 し て ゐ る 。
而 し て こ の 僞 姫 娠 の 状態 は 吹 の 性 週 期 の 到 來 と共 に 浩 失 し て 行

　　く。

LONG
，
　EVANS は 之 らの 現 象 を 次 の 樣 に読 明 し て 居 る。

　　　鼠 の 如 く oestrous 　cycle の 短 v ・竜の で は 受精 卵 が 子 宮 内面 に 附着 す る 前 （諸琴　．

　　の 設 に よれ ば 輸卵 管を 逋 過 し絡 る に 四 日 間 位 其 後子 宮面 に 附 着完 成 する 迄一 日

　　乃 至 二 日 を要 す
。 都 合五 六 日 か 丶 る と い メ、

。
）既 に次 の oestrOLiS 　e ）

’cle に 入 b ・ そ
　 　 ■

　 、
れ に つ れ て生 殖 器 内面 に 既述 の 如 き粘 膜剥 落其他の 現 象 起 b・

’C 受 糊 が 完全 に

　　子 宮粘 膜 に 附 着 す る を防 げ 、 假 うに 附着 した う と し て も直 に崩壊 し去 られ か く

話 永 久 に 姙 娠 の 囎 を 知 剽 ・飾 力‘故 駮 合 の 機械的 刺戟 そ の もの に よ つ て

　　先 づ 次 の 性 週 期 の 到 來 を延 ば し、 その 間 に 完 杢 に 受精 卵 を し て 子 宮 内面 に 附 着
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1

　　す る を得 し め、 其 後 は 胎 兒 よ b の 内分泌 液 （foeta−1　hor ］none ）の カ に よつ て性邇

　　期 を停 頓 せ しめ て 獄 つ て 生 殖 を 完た か ら しむ る味 らん とい ぷ n

　　　以上 を 以 て oes £ rous 　cycle の 形 相 、之 が生 殖現象 との 諸關係 に 就 tr・て は 略 3明

　　か に す 罨事 が 出來 尢 か と思 ふ 。
L捌 G

，　EVAxs は 最後 に然 らば こ の oestrous 　e ￥ele

　　は 何 に よつ 葬惹 起 さ る Y もの で あ る か とい ふ 疑 問 に到 達 し之 を解か ん と し て 次

　　の 實驗 を行 ふ て 居 る
。 邸 ち先 づ 子 宮 の 全部 を切 除 し て 見 た 。 所 が 矢 張 うoestr 匠）囎

　　cyc19 は 依 然 と し て他 の 殘 さ れ た る部 分 に於 v ・て 起 る
。 次 に 子 宮 の 全 部 と腟 の 上

嘆隷灘 繕 繍 纛 撚 蹂磐潔激 劣欝鮮 纛
・

　　の   estrOus 　eye 】e の 出 現 を遲 延 せ しめ る事 迄 もわ か つ た
。 乳線切 除 に於 い て 竜

　　矢 張 う oestrou 鷺 ycle に は イ可等 の 影 響 を及 ぼ さ な い
。

で 愈最 後 に 行 は れ た の が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

　　卵 災 の 除去 、 董 ぴ に 移髄 の 實驗 で あ る
。 然 る に 卵 災除去 の 個 體 ｝itて は 完 全 に 且

　　つ 永久 に oostro し1s　cyole の 消 失 を 見 る
。

そ こ で 次 に移植 の 實驗 を行 つ て 見 た 。移

　　植 は 帥 ち a α 七〇tr鍛 spla 挑 ati。11 と h。 lno もranSp 正al1 七ation とで 移 植 の 場 所 は 埣 、 子
　 　 　 s　 　　　　 　　　

ユ

　　宮 間 膜 、 腹 膜 ， 直 筋 等 で あ つ た
。 片 方 或 は 兩 方 の 卵集を移植 し て見 る に　翻 to−

　　tra夏1splan 七aもlon で ば 移稙 戌 功 の 率 高 く、
homotransplaBt 瓢 i（）n で は 甚だ低 い

。 け

　　れ ど 竜 とに か く成功 した もの に あつ て は oes もrous 　eycle は 普通 逋 う何等 の 變 調

　　竜な く行 は れ るの を認 め た c 只 移植 し て か ら次 の 。estvous 　cyele の 現 は れ る 迄

　　五 日乃 至 十二 冐 を要 す 8 の み で 其 後 は 普通の 長 さ の oes 肋 us 　cycle が續 く。
而

o

　　し て こ の 揚合 1越 生 殖 門の 機械 的刺 戟 1ま知 勘 次 の ・eg・・1・eu ・ cyc ！e の 出現 を 長

　　び か 鱆せ る
。

LOXG
，
　E ￥矯Ns は oesSrous 　cyele の 起 因 を探 叙 て 遂 に 此 所迄 到 達 し得

　 　 た の で あ る 。

　　　興 味 深 き之 等 の 實驗漁 卵 集除去 と その 移 穂 と の 實驗 は 吾 人 に 甸
凾
を暗 示 す る

　　で あ らうか 。 その 晴示 に よ つ て 提 供 せ られ た る新 な る 問題 は 吾 々 の 前 に 解決 を

　　促 しつ 丶 斌は つ て 居 る か の 如 く見 ゆ る
。 　　　　　　　　　　　　 ．
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